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以下のとおり、2027年度夏出発BSAⅡ・Ⅳの募集を行います。（選考年度：2026年度）

* 経営学部では、長期留学予定学生が留学派遣先大学でより充実した学習ができるよう、留学前もしくは留学後の教育として、

英語による「プロジェクト研究（GBL型）」を開講しています。GBLとはGlobal Business Leadershipの略称で、

「プロジェクト研究（GBL型）」とはグローバルな視点に立って世界を舞台に活躍するビジネス・リーダーの育成を目標に設計

されている科目です。BSAプログラム、および全学留学プログラムにて海外に留学に行く学生はぜひ受講してください。

B
S
A
Ⅱ

2セメスター、3セメスターの
交換型 / 派遣型留学

1セメスターの交換型留学・ 経営系の大学やビジネススクールで各自の経営学の専門分野に応じた
正規留学科目を受講することができます。

・ 原則、中国の大学では中国語もしくは英語、それ以外の派遣先大学では英語で
開講される授業を受けることになります。派遣先大学によってはその派遣先国の
言語で開講される授業も受講できます。また、各自の語学レベルによっても
派遣先国の言語で開講される授業の受講が許可される場合があります。

調整中 対面実施（予定）

※応募を考えている方は 必ず応募の前に募集ガイダンスに参加
もしくは経営学部事務室国際担当に相談の上、応募ください。

また、BSA のHPもご確認ください。

　　＜経営学部事務室 国際担当　@ＡＣ事務室内＞
　平日9：00～17：00　（11：30～12：30、土日祝を除く）

☎072-665-2090　✉ba-koku@st.ritsumei.ac.jp

★先輩の留学体験談動画をStudent Portalで公開しています！応募の際の参考にしてください！→

項目

12月9日（水）　10：00 Student Portal

Business Studies AbroadⅡ･Ⅳ募集の流れ

備考

応募書類
提出期間

共
通

Business Studies AbroadⅡ･Ⅳとは？

詳細は派遣許可者に別途学内メールに
て連絡します

合否結果は、
Student Portal > 大学からのお知らせ>

「留学」
に掲載されます

・ 右のQRコードを読み取って、
応募期間内でオンライン申請してくださ

い。

・ 応募書類に不備のあった場合、
不備修正を含め、応募締切までに行う必

要が あることに留意してください。

・ 一度応募を受け付けた後は辞退は
認めません。

よく考えてから応募してください。

派遣許可者
決定

（合否結果発
表）

第1回派遣者
ガイダンス

2026年11月16日（月）
～

2026年11月20日（金）

※最終日17:00締め切り

日程 方法

https://forms.cloud.microsoft/r/
WKGaD01Aak

　BSAⅡ及びⅣは、経営学部で学んでいる皆さんに、自らの専攻する学問に対して国内だけでなく、グローバルな社会の要請や意義を
確かめ学んでいただく経営学部独自の留学プログラムです。留学先大学で修得した外国語や専門科目は、経営学部の単位として認定
されます。そのため、留学前の本学での学修と留学先での学修を積み上げていれば、留学したことで卒業が遅れることはありません。
　またこのプログラムの基本は交換留学であり、学費は本学と留学先大学との間で相殺になるため（派遣型留学を除く）、留学先に学費
を支払う必要はありません。「立命館大学海外留学チャレンジ奨学金」に基づき、留学期間に応じて奨学金も支給されます。

B
S
A
Ⅳ

1

2

BSAのHP

＜https://ritsumei-ba-gblp.jp＞

Student Portal＞学部生

のページ＞学部独自プロ

グラム＞D-1_【BSA】経営

学部独自留学プログラム
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プログラムの応募資格は次の1）～7）の通りです。

なお、応募にあたっては事前に必ず経営学部事務室国際担当に相談ください。

1） 応募時に立命館大学経営学部1・2回生であること。※大学院生は対象外

（3回生以上で応募希望の方は、相談時に申し出てください。)

2） 留学期間中に、本学の学籍が除籍（特に学費未納除籍）や卒業にならないこと。

3） 留学直前のセメスターの学籍状態が「在学」であり、募集期間中に休学中（一部事由を除く）でないこと。

※応募時の学籍が「在学」でない場合は、必ず事前に経営学部事務室で応募可否を確認してください。

4） 留学先のプログラムについて、多大な関心と意欲を持っていること。

5） 本プログラムの趣旨・目的を理解し、留学前、留学後に行われるガイダンスやオリエンテーション、

現地での学修のすべてに参加可能であること。

6） 累積もしくは直近セメスターのGPAが2.75～3.0以上であること。

※詳細は「4-1．派遣先一覧」のGPA欄を参照してください。

7） 留学先の定める語学基準を満たしていること。

※詳細は「4-1．派遣先一覧」の語学基準欄を参照してください。

※経営学部では申請と所定の審査に基づき、講座や検定試験の受講・受験料の補助を下記の通り行っています。

　 詳細は経営学部事務室までお尋ねください。

・CLA（言語習得センター）、孔子学院の中国語講座の講座受講料　　25,000円（上限）※在学中1回まで

・TOEFL iBT®テスト、IELTS、IELTS for UKVIの受験料　　15,000円（上限）※1年度中1回まで

応募資格について

memo

3

BSAプログラムと全学募集プログラム（国際教育センター主管の留学プログラム）を併願することはできますか。

すでに同じ期間に実施される留学プログラムの選考に応募・合格している方は、同期間のプログラム（全学

募集プログラム・BSAプログラムの別を問わず）に応募できません。同じ期間に実施されるプログラムへの

応募を希望する場合は、応募・合格しているプログラムの辞退を申し出た後で、応募してください。



4-1.派遣先一覧

3名
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2.75
以上
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3.0
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3.0
以上
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以上
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3名
程度

3.0
以上

3名
程度

3.0
以上

3名
程度

2.75
以上

2名
程度

2.75
以上

派
遣
型
留
学

10名
程度

2.75
以上

（※1）派遣時期は若干ずれることがあります。
（※2）BSAⅣで学生を派遣する際の派遣人数を記載しています。 応募者多数の場合は、調整を行った上で第二志望の大学に派遣となる可能性があります。
（※3）IELTSテストはIELTS Academic モジュールのスコアが必要です。IELTS General Trainingモジュールのスコアは使用できません。
（※4）中国への応募を考えている方は経営学部事務室国際担当までご相談ください。中国語を母国語とする方は中国語基準での応募はできません。
　　　  対外経済貿易大学に申請される場合は、中国語基準・英語基準のいすれかの要件を満たしていれば、申請可能となります。
 

TOEFL iBT®テスト4以上
または

IELTS 6.0以上

TOEFL iBT®テスト4以上
または

IELTS 6.0以上

TOEFL iBT®テスト4以上
または

IELTS 5.5以上

イギリス
レディング

レディング大学
【派遣型留学】

スウェーデン
ストックホルム

ストックホルム大学
ビジネススクール

フランス
ストラスブール

ストラスブール大学
EMストラスブール
ビジネススクール

ドイツ
ブレーメン

ブレーメン州立
経済工科大学

アーヘン
応用科学大学

IELTS for UKVI 5.0以上

TOEFL iBT®テスト4.5以上
（各項目4.0以上）
IELTS 6.0以上

（各項目5.5以上）

8月下旬～
翌年1月下旬

Ⅱなし

9月中旬～
翌年1月下旬

9月上旬～
翌年7月下旬

夏期集中ﾄﾞｲﾂ語ｺｰｽ含
む

9月上旬～
翌年2月下旬

夏期集中ﾄﾞｲﾂ語ｺｰｽ含
む

8月上旬～
翌年5月下旬

8月下旬～
翌年6月上旬

9月上旬～
翌年4月上旬

8月上旬～
12月下旬

8月下旬～
翌年1月中旬

8月下旬～
12月下旬

【中国語基準での応募】
Ⅱ：HSK5級（180点以上）

Ⅳ：派遣までにHSK4級（180点以上）を
取得することが望ましい

【英語基準での応募】
TOEFL iBT®テスト4以上

またはIELTS 5.5以上

TOEFL iBT®テスト4以上
または

IELTS 6.0以上
（各項目5.5以上）

9月中旬～
翌年5月上旬

IELTS 5.5以上

TOEFL iBT®テスト4以上
または

IELTS 5.5以上

8月下旬～
翌年5月上旬

　8月下旬～
翌年6月上旬

8月下旬～
翌年7月中旬

8月下旬～
翌年4月下旬

【英語】と【スペイン語】基準を両方満たすこと
【英語】TOEFL iBT®テスト72点以上

またはIELTS 5.5以上
【スペイン語】CEFR B2レベル

中国
大連市
（※4）

大連外国語大学

語学基準（※3）国・地域名 派遣先大学
実施期間（※1）

Ⅳ：2セメスターⅡ：1セメスター

派遣人数
（※2）

GPA

8月下旬～
翌年1月中旬

8月下旬～
翌年7月中旬

派遣までにHSK4級（180点以上）
または中国語検定3級を
取得することが望ましい

交
換
留
学

ランカシャー大学

対外経済貿易大学

9月下旬～
翌年7月下旬

ドイツ
アーヘン

イギリス
プレストン

留学予定先について

スペイン
マドリード

アルカラ大学

中国
北京市
（※4）

タイ
バンコク

タマサート大学
ビジネススクール

カナダ
ビクトリア

カモーソンカレッジ

9月下旬～
翌年3月上旬

8月下旬～
翌年1月中旬

8月下旬～
12月下旬

4

自分の語学力で海外の大学の講義についていけるか不安ですが、大丈夫でしょうか。

出願要件をクリアしているのであれば、語学力について必要以上に心配することはありません。ただし、あくまでも上記基準はプログラ

ム応募にあたっての基準スコアです。派遣先へのアプリケーション時や派遣先での科目履修の際、上記応募時の基準以上の語学力を要

求している派遣先もあります。上記応募基準を満たし、派遣予定者に内定した後も語学力の向上を目指してください。また、留学開始直

後は、慣れない授業スタイルや大量の課題に苦しむ学生が多いのも事実です。その際には、積極的に留学先の先生や職員と相談するこ

とをお勧めします。受身にならずに自ら解決策を探そうとすることが大切です。試行錯誤して努力しているうちに自分に合う方法が見つ

かるはずです。また英語以外の言語を公用語とする大学への留学を希望する場合は英語だけでなく、派遣までに現地公用語の学修にも

ぜひチャレンジしてください。派遣先の生活環境によっては公用語を一定程度修得しておいた方が、生活面での心配が軽減されます。



4-2.留学先での科目履修について

【中国語圏の大学】

・大連外国語大学では次のような科目の履修が可能です。

　①中国語

　②一部の経済・経営系科目

　　　※経済・経営系科目を受講する場合は、受講登録までにHSK5級（180点以上）の取得が必要です。

　③企業実習科目（別途審査があります）を受講。但し、インターン先はご自身で探していただきます。

・対外経済貿易大学では次のような科目の履修が可能です。

　①基礎中国語・ビジネス中国語

　②英語（中国語）開講の専門科目※

　　　※中国語開講の専門科目を受講するためには、受講登録までにHSK5級（180点以上）レベルの語学力が必要です。

　　　　　（年度によって開講されない可能性がありますので、中国語開講専門科目の受講を希望する場合は事前に

　　　　　　相談してください）

　　　　　英語開講の専門科目を受講するためには受講登録までにIELTS6.0レベルの語学力が必要です。

　③企業実習科目(インターンシップ)受講可能（X1ビザ限定、別途審査があります）。

　　　但し、インターン先は基本的にご自身で探していただきます。

【英語語基準による留学】　

・各自の専門分野に応じた経営に関する正規科目（英語開講科目）を受講。

・各大学とも現地の言語の初歩レベルの科目を履修可能。

・また、現地の言語のレベルにより正規科目（現地言語にて開講される科目）を受講できる可能性があります。

memo



学籍と受講登録・専門演習の特別履修について

5-1.学籍

夏出発のBSAⅡ・Ⅳプログラムで留学する際に、立命館大学での学籍が「在学」から「留学」に変更になる期間は以下の通りです。

学籍状態が「留学」の学期は立命館大学での受講はできず、受講登録の必要はありません（★）。

　　 可能性があります。

5-2. 帰国後受講予定の立命館大学開講科目　受講登録について

　■夏出発のBSAⅡ・Ⅳプログラムで留学する学生は、以下の点に留意してください。

　　留学から帰国後、「帰国」の申請がされたタイミングで受講登録できる科目が変わります。

A. 【春学期授業開始日までに帰国の申請がされた派遣者】

　在学生と同じ日程で受講登録をしてください。

B. 【4月30日以前に帰国の申請がされた派遣者】

　帰国の申請が立命館大学春学期授業開始日を過ぎる場合は、受講可能な科目に制限があるため、注意して

　ください。

→春学期科目・通年科目のうち、教養科目・外国語科目の受講は不可。専門科目のうち一定の科目を除き受講可能。

　 受講可能科目の詳細及び登録方法は、登録時期に別途案内があります。

　 また、欠席した授業については、適宜課題等が提示されます（予定）。

C. 【5月1日以降に帰国の申請がされた派遣者】

　5月1日以降に帰国の申請がされた場合は秋学期より復学するので、秋学期以降に受講が可能となります。
　※ただし、夏集中科目およびクオーター的運用をしている科目等については、帰国の申請が当該科目の授業開始日　　

　　 までに受理され、実質的に受講可能な場合は受講が認められます。

　※以下の科目については授業初回までに帰国の申請がされていれば受講可能です。

　　 春集中科目・夏集中科目（他学部科目を含む）、通年科目（一部）

　■注意点

・ 時間割及び「履修・登録の手引き」は、Student Portal に掲載されます。

必ず各自で確認をし、必要な手続きを踏んでください。

・ 登録方法、期間、締切り時間は全て日本で登録する学生と同じ条件であり、かつ日本時間にて管理されます。

・ 帰国の申請は留学から帰国後、オンラインにて手続きが必要です。
申請後、受理された場合上記記載のとおり受講登録が可能となります。

2027年度秋学期・2028年度春学期

2027年度秋学期・2028年度春学期

BSAⅣ

2027年度秋学期・2028年度春学期

2027年度秋学期・2028年度春学期

2027年度秋学期・2028年度春学期（★）

2027年度秋学期・2028年度春学期

BSAⅡ

アーヘン応用科学大学

ブレーメン州立経済工科大学

ストラスブール大学EMストラスブールビジネススクール

ストックホルム大学ビジネススクール

タマサート大学ビジネススクール

対外経済貿易大学

大連外国語大学

派遣先大学

2027年度秋学期

2027年度秋学期

2027年度秋学期

2027年度秋学期

2027年度秋学期

2027年度秋学期

2027年度秋学期

レディング大学

ランカシャー大学

2027年度秋学期・2028年度春学期

（★）BSAlV / カモーソンカレッジ・ストラスブール大学EMストラスブールビジネススクール派遣者には下記(B)の受講登録パターンが適用される

カモーソンカレッジ

2027年度秋学期

2027年度秋学期

2027年度秋学期・2028年度春学期

2027年度秋学期・2028年度春学期（★）

2027年度秋学期・2028年度春学期

アルカラ大学 2027年度秋学期 2027年度秋学期・2028年度春学期
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5-3. 専門演習（ゼミ）の特別履修について

＜2026年現在1回生→ 留学時2回生＞

＜2026年現在2回生→ 留学時3回生＞

＜2026年現在3回生 → 留学時4回生＞

※2021年度以前入学生については対応が異なりますので、個別事務室までご相談ください。

　■注意点

・ BSAⅡまたはⅣでの留学（正規留学）に伴い、専門演習を受講できないセメスターがある場合には、事前に必ず担当教員に

報告・相談をしてください。

・ 留学前に特別履修の申請を行う必要はありません。

・ 提出する書式は変更される可能性があります。帰国時に Student Portal に掲載されている最新書式を各自確認してください。

・ 留学（正規留学）により留学期間中の専門演習の受講が免除される場合でも、卒業論文の到達目標は変更されません。

留学中においても卒業論文作成の準備を進める必要がある場合があります。

渡航前・留学中に適宜、専門演習担当の教員に相談するようにしてください。

・ 2022年度以降入学生で2学期間以上正規留学する場合は、留学帰国後に担当教員と面談し、卒業論文の執筆について
相談してください。面談の中で卒業論文の執筆が難しいと判断される場合は専門演習の履修を継続せず

ビジネスレポートを履修することも可能です。

留学決定後の事前ガイダンスについて

留学前に2～3回程度ガイダンスを行います。派遣には、このガイダンスへの出席が必須です。ガイダンスに出席できない見込みが

ある場合は、BSAⅡ・Ⅳに応募出来ません。

許可を得ずにガイダンスを1回でも欠席すると、留学許可を取り消す場合がありますので、注意してください。

また、保健センターガイダンスと危機管理ガイダンスにも必ず参加してください。

※原則、授業以外での欠席理由については一切許可しません。予めご了承ください。

　1回生は、3 回生から専門演習の履修が強く推奨されています。専門演習の募集が行われる2027年度秋学期に各自で
申請手続きをしていただく必要があります。
BSA Ⅳのプログラムに参加し、2028年5月1日以降に帰国の申請が受理された場合、専門演習Ⅰの受講ができませんが、
帰国後速やかに所定の申請書を事務室に提出することで、専門演習Ⅱから参加することが可能です。

2回生は、3 回生から専門演習の履修が強く推奨されています。
3回生から専門演習を履修している場合、帰国後速やかに所定の申請書を事務室に提出することで、留学期間中の専門
演習の受講が免除されます。

　4回生秋学期に留学し、「専門演習Ⅳ」および「卒業論文」の受講ができない場合、帰国後のセメスターで「ビジネスレ
ポート」の単位を修得する必要があります（4回生秋学期での卒業はできません）。
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一度応募を受け付けた後は原則辞退は認めません。

よく考えてから、またご家族と相談してから応募してください。

※受付時間を厳守してください。提出締切日以降は一切受け付けません。

※最終日ではなく、事前に十分余裕を持って書類を準備してください（不備がある場合は受理できません。）

選考は、申込レポート・成績・派遣先大学が求める語学基準を満たしているかを重視して、担当教員が書類審査を行い、

経営学部教授会での審議を経て決定されます。

留学に関わる費用・奨学金について

9-1. 費用

交換留学の場合には、学費は本学と留学先大学との間で相殺になるため、留学先に学費を支払う必要はありません。

（レディング大学派遣者のみ、決められた期日までに授業料を振り込む必要があります）

【主な費用】

・包括海外旅行保険費用（※大学指定の保険に参加者全員加入していただきます）

・危機管理支援サービス加入費用

・ビザ取得の為にかかる費用

・渡航費（航空券）

・現地出入国税、空港税、航空保険料

・宿泊費（寮・アパート等）および申請費

・現地での交通費

・教材費等

・生活費（食費・光熱費等）

・クリーニング代、電話代、お土産代などの雑費

・娯楽費

・医療費（特に現地での歯の治療にかかる費用は日本の数十倍かかる場合があります）

【注意点】
・派遣先国や大学によって、先方が指定する保険への加入が義務付けられている場合、本学指定の保険と併せて加

　入が必要です。日本で加入した保険の証書を提出するなどで先方指定の保険加入が免除されることもあるため、

　派遣決定後各自条件を確認してください。

・派遣先大学の事情により、学生寮に必ずしも入れるとは限りません。その場合も滞在先の手配は派遣者自身で行います。

・費用は物価の上昇、為替相場によって変動しますのであくまでも参考としてください。

　         参加費用の過年度実績については、「2026年度 BSAの手引き」P.21を参照してください。

　                      （※https://ritsumei-ba-gblp.jp/pdf/2026_BSA_tebiki.pdf?ver=1.1）

応募書類について

【 応 募 方 法 】

選考方法について

　https://forms.cloud.microsoft/r/mvnnmg7nF4

8

7

※受付期間中のみ
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9-2. 奨学金

 ※奨学金によっては併給できないものがあります。事前に経営学部事務室またはOIC国際教育センターに確認を行ってください。

1） 立命館大学海外留学チャレンジ奨学金

原則として派遣者全員に「立命館大学海外留学チャレンジ奨学金」が支給されます。なお、奨学金は全派遣者の渡航確認後、

派遣中に学生本人名義の口座に給付されます。

※奨学金の金額は今後変更となる場合があります。

2） 立命館大学海外留学サポート奨学金

経済上の事由により、プログラムへの参加または参加継続が困難であることが見込まれる者に対し、参加費用の

一部を補助することによって、参加の支援を行うことを目的とする制度です。

海外留学サポート奨学金には、「予約採用型」「家計急変型」の2つのタイプがあり、いずれも要項に定められた

家計基準を満たす場合に、奨学金選考の対象となります。給付額や申請・選考方法などの詳細は、以下を

確認してください。

http://www.ritsumei.ac.jp/studyabroad/planning/scholarship/

3） JASSO（独立行政法人日本学生支援機構）海外留学支援制度

立命館大学から支給される奨学金とは別に、JASSO（独立行政法人日本学生支援機構）が

所管する奨学金に採択された派遣国がある場合は、別途受給要件を告知した上で選考を行います。

4） 立命館大学経営学部三島俊介奨学金は、本学経営学部OB三島俊介様からのご寄付をもとに、国際的なステージで

活躍する人材を育成することを目的として2025年度より新設された奨学金です。本奨学金は BSAII・IVの参加者を

対象とし、申請手続きを行った場合、一人あたり20万円支給されます。詳細は、派遣決定後対象者にお知らせします。

20万円
対外経済貿易大学

ランカシャー大学

BSAⅣ
【派遣型】

レディング大学 2セメスター 30万円

カモーソンカレッジ

ストックホルム大学ビジネススクール

ストラスブール大学EMストラスブールビジネススクール

ブレーメン州立経済工科大学

アーヘン応用科学大学

30万円

BSAⅣ

アルカラ大学

奨学金金額

BSAⅡ

大連外国語大学

1セメスター

15万円
対外経済貿易大学

ランカシャー大学

タマサート大学ビジネススクール

ストックホルム大学ビジネススクール

ブレーメン州立経済工科大学

ストラスブール大学EMストラスブールビジネススクール
25万円

アーヘン応用科学大学

アルカラ大学

プログラム名 派遣先大学名 派遣期間

大連外国語大学

2セメスター

カモーソンカレッジ

タマサート大学ビジネススクール

海外留学サポート奨学

金の募集要項はこちら

から確認できます→

http://www.ritsumei.ac.jp/studyabroad/planning/scholarship/


単位認定について

単位認定について（※学修要覧（全学部共通編）P.27より抜粋）

＜規程：学則第37 条、第39 条、第40 条、第41 条＞

①

②

③

※ 認定された単位の成績評価には「T」が記載されます。

※

留学前より履修科目や単位認定について窓口で相談の上、留学中と帰国後の学修計画を立てておく必要があります。

※単位認定数や単位認定分野・科目については、派遣先や各自の履修状況により異なりますので、ご注意ください。

注意点

1）

2）

3）

4）

5）

6） 日本学生支援機構奨学金受給者の方は、派遣決定後速やかに学生オフィスに報告を行い、必要な手続きを取ってください。

7）

8）

個人情報について

寮を含め、滞在先の手配は各自で行います。滞在先が保証されたプログラムではありませんので、了承のうえ応募ください。

派遣先大学

対外経済貿易大学

40～50単位

40～50単位

応募書類に記入する個人情報は、本学からの連絡に使用するほか、今後のプログラム内容の改善を図るための学内統計資料とし
て、個人を特定することのできない形に加工した統計処理用のデータとして使用する場合があります。また、本学が留学の参加者に
代わって派遣先大学、旅行会社、保険会社、危機管理支援サービスを提供する会社、海外用携帯電話レンタルサービスを提供する
会社、航空会社、関係省庁および在外公館等に、必要な情報についてのみ提供します。

海外留学や単位互換制度等他大学で修得した単位は、60 単位を超えない範囲で本学における卒業に必要な単位と
して学部の教授会で審議の上、学部長が認めることがあります。なお、60 単位の上限は、個々の制度・プログラム毎で
はなく、他大学等で修得した単位全体の上限となりますので、注意してください。

入学前に修得した単位を認定された場合（本学の科目等履修生として入学前に単位を修得した場合、社会人方式また
は社会人方式＜AO 方式＞）は、①と合わせて60 単位（うち入学前単位認定の上限は30 単位）が上限となります。

10～20単位

実績なし

6～15単位

6～18単位

17単位(2024年実績)

15～35単位

アーヘン応用科学大学

10～15単位

派遣先大学への応募書類の準備、ビザの申請、航空券の手配などは全て各自で手続きする必要があります。経営学部事務
室では対応していません。

3回生・4回生時に留学に行く場合、就職活動など個人的事由による帰国は一切認められませんので、事前に必ずキャリアオ
フィスや経営学部事務室に相談してください。

■過年度派遣学生の単位認定実績（参考）　

カモーソンカレッジ 実績なし

20～25単位

9単位 19単位

22単位(2024年実績)

レディング大学

8～15単位

アルカラ大学

BSAⅡ BSAⅣ

10～25単位

10～20単位

大連外国語大学

留学先で修得した単位の認定にあたっては、帰国後速やかにCampus Webにて「帰国」の申請をしたのち、Formsより
「単位認定申請フォーム」を提出することが必要です。手続きを経て単位認定が決定した場合、留学終了日を含む学
期の科目の成績として認定されます。

単位認定に関わる申請書類（派遣先大学の成績証明書、受講した科目のシラバス（原文及び和訳）、派遣先大学の留学時
期の学年暦等）を各自準備し、提出する必要があります。シラバスや学年歴は日本に帰国してからでは確認できない場合も
ありますので、必ず現地にいる間に準備してください。

本学及び派遣先が定める期間内に出入国するようにしてください。

タマサート大学ビジネススクール

ストックホルム大学ビジネススクール

ストラスブール大学
EMストラスブールビジネススクール

5～10単位

実績なしランカシャー大学

ブレーメン州立経済工科大学

また、正規科目以外の語学科目（ESL等）や、履修する科目があらかじめ指定される場合もあります。

留学先での履修については、派遣先大学での規定に則ります。言語能力や履修規定によって履修科目が制限されることがあ
ります。

5～10単位

8～15単位

現地での留学・実習期間が定期試験の追試や成績確認制度の日程と重なる場合は、それらを受けることはできません。また、
それに対する特別措置はありません。

経営学部での選考において派遣内定者として決定したのち、派遣先大学に応募書類を送ります。受入の可否についての最
終決定権は派遣先大学にありますので注意してください。また、派遣先大学によっては応募時に別途インタビューなどが課せ
られる場合があります。
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BSAⅡ・Ⅳ

なぜ留学へ
　私は中学生の頃に台湾で過ごした経験があり、その時に少し中
国語を学んでいたのでより上達させたいと思い、中国への留学を
決めました。

どんな大学
　大連外国語大学に来て1番初めに驚いたことはキャンパスの広
さです。図書館や食堂はもちろんのこと、スーパーや通信キャリ
アの店舗など生活に必要なお店から、美容院やネイルサロン、
チェーンのドリンクスタンドまであり、正直学校から出なくても
十分なほどの設備が整っていました。また、キャンパス内に寮が
あるため授業に行くのに徒歩10分ほどでとても便利でした。

授業について
　授業は、10～20人の少人数で行われ、10段階ほどのレベル分
けがあるので、自分に合ったところで授業を受けることができま
す。最初はすべて中国語で理解できるか不安を感じていましたが、
私たちが分かる単語でゆっくり話してくださり、複雑な文法の解
説でも理解することができました。授業は基本午前中のみだった
ので、午後や土日など勉強時間も十分確保できました。

学校行事
　この大学では行事が多く行われており、私は留学生文化祭や江
西省の九江学院との交流会に参加しました。留学生文化祭では、日
本のブースでチョコバナナとぜんざいを販売して、たくさんの他
国の留学生や中国人学生に日本の文化を知ってもらえる良い機会
になったと思います。私自身も今まで全然知らなかった国の料理
や文化を知ることができ、良い経験になりました。

休日の過ごし方
　休日には大連市内に出かけたり、ルームメイトのベトナム人の
学生たちとその友達の中国人の学生たちとご飯を食べたり、カー
ドゲームなどをして過ごしました。ベトナム料理や火鍋を振舞っ
てもらったので、私たちはお好み焼きを振舞いました。おいしい
と食べてくれたのが嬉しかったです。

留学先としての魅力
　中国で生活してみて、中国の人々は想像していた以上に温かい
と感じました。また、日本から来たと話すと日本の好きな食べ物
や場所を挙げてくれて、実際に日本を訪れたことがあるという人
も少なくありませんでした。さらに、キャンパス内で日本語を話
していると、日本語学科の学生が積極的に声をかけてくれ、自然
と中国人の友人ができました。お互いに相手の言語を学んでいる
ため、教え合いながら成長できる環境が整っている点は、大連外
国語大学で学ぶ大きな魅力の一つだと感じています。
� ※先輩体験記より抜粋

大連外国語大学
（７）各派遣先大学紹介・学生体験記

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 基礎 听力 基礎 基礎 口语语 買い物など

午後 自習 自習 自習 自習 自習

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。

過年度派遣学生体験記
（2025年度夏期 BSAⅡ）

国・都市：中国・大連市
中国の東海岸に位置し、中国東北遼東半

島の最南端にある。緯度は日本の仙台とほ
ぼ同じ。中国の重要な港、貿易、工業、観
光の都市である。

■創立：1964年
■学生数：約15,000人
■大学の特徴：

・	中国東北地方唯一の外国語大学。漢学院、
日本語学院などがあり、本校、分校、研
究所など20ヶ所以上の施設を有してい
ます。

・	漢学院は中国で最も早く中国語言語本科
を設けた学校の一つであり、設立20年で
30ヶ国から長期留学生約10,000人、短
期留学生約4,000人を受け入れています。

・	漢学院には、中国文化と国際経済貿易の
二つのコースが設けられており、中国文
化コースで短期間に中国語のレベルを向
上させることも可能です。

・	2013年5月より大連外国語学院から大連
外国語大学へ改名されました。
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偏見と事実の乖離
　皆さんの中国に対する印象は、多くの場合、偏見だと知ってほ
しいです。例えば、安全面について、渡航前、周囲の人に心配さ
れたし、私も安全かどうか知る術はなく、不安を抱えたまま向か
いました。しかし、一年間生活をしてわかったことは、日本と同
じように安全で安心して暮らせることです。また、北京では多く
の中国人の方が日本人に対して差別的な行動をしてくることはほ
とんどなく、むしろ好感をもって迎え入れてくれました。大学内
では日本人と交流したいという中国人の学生がたくさんいました。
中国の人口は日本の約10倍、中国の面積は日本の約25倍で、普
段目にするニュースはごく一部にしか過ぎないのです。そのため、
少しでも中国に興味のある方は、実際に留学に行ってほしいなと
思います。

多言語話者に
　私の中国語は渡航時、日常会話が全くできなくて、英語も、留
学生として最低レベルでした。しかし、入学手続きや、友達作り
など、多くの場面で会話を必要とし、私は自分の知っている限り
の英語と中国語を駆使して何とか乗り越えました。授業では、中
国語で中国語を勉強しながら、英語で専門的な授業を受けていま
した。さらに友人と中国語で話したり、ルームメイトと英語で会
話をしたりと、日常的に二か国語を使うため、どちらの言語も徐々
に上達していき、いつの間にか三か国語話者になりました。これ
は中国留学の最大の魅力だと思います。

国際色豊かな生活
　大学に世界中の国から多種多様な人が生活しています。私はこ
んなにもたくさんの国の方と交流できるなんて想像していません
でした。中国語のクラス全体の国籍数が10か国以上で、私は毎週
たくさんの国の友人と遊んでいました。そのため今では世界中の
どこの大陸、どこの地域にも友人がいるという状況です。よって、
世界中の人々とかかわりを持ってみたいと考える方にはとてもお
すすめします。

大きな影響を与えた留学
　この留学はこれまでの経験の中で一番自分の考え方に影響を与
えました。留学中、さまざまな人の考え方や文化を吸収し、国際
的な視点で物事を見ることができて、自分の考え方や生き方に対
して、改めて考えさせられる機会となりました。中国留学への不
安はとても大きいと思いますが、少しでも興味のある方は挑戦す
る勇気を持ってほしいと思います。自分の価値観やこれからの人
生にたくさん良い影響を与えてくれた中国留学に、私はとても感
謝しています。
� ※先輩体験記より抜粋

対外経済貿易大学

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 中国語 中国語 中国語 中国語 中国語 自習、外出

午後 自習、外出 自習、外出
Introduction of

Chinese Economy
and Society

Introduction of
Chinese Economy

and Society
自習、外出 自習、外出

夜 ジム バドミントン ジム ジム 食事会、
パーティー等 バドミントン

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。
※派遣学生の語学レベルによっては、英語開講または中国語開講の専門科目を履修することが出来ます。

過年度派遣学生体験記
（2023年度夏期 BSAⅣ）

国・都市：中国・北京市
北京市の特徴：

中国の首都、政治・文化の中心地である。
故宮、天壇など多数の世界遺産がある。

■創立：1951年
■学生数：約18,000人
■大学の特徴：

・	北京市北東の市街区に位置し、近隣には
中日友好病院や、日本でも馴染みの深い
スーパー等の便利な施設があります。

・	国際経済貿易の専門家養成の高等教育機
関として、中国国家プロジェクト「211
工程」が初めて承認した重点大学で経済、
金融、管理等の分野において一流の水準
を有する大学です。

・	中国で最も早く国際学術交流を展開した
大学であり、現在、世界の30ヶ国以上の
国や地域にある100以上の大学や研究機
構と協力交流関係を結んでいます。
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　私は、高校生の時に参加した語学研修の経験から、大学では長
期留学をすることを決意していました。そのため大学入学後は、
TOEIC®テストやIELTSなど留学に必要な英語力の向上や必要な
単位数の取得に努めました。大学での学びを深めていくうちに、経
営学についても学びを進めていきたいと考え、留学先で経営学を
学べるBSAのプログラムを利用し留学したいと思いました。
ニュージーランドを選んだのは、英語圏であったことと自然が豊
かで住みやすそうな点に魅力を感じたからです。

　派遣が決まってから始まった留学準備はすごく大変でした。コ
ロナ後、ニュージーランドが留学生を受け入れるのは初めてで、
立命館大学からも派遣するのは2017年ぶりという事で、なかな
かうまく進まないことも多くありました。1年間で申し込んだ留
学申請が半年間で受理されたり、学生ビザは半年ずつしか取得す
ることができなかったりと渡航する前からたくさんのトラブルが
起きました。うまく進まない渡航準備にイライラし、落ち込んだ
時もありましたが、ずっと待ち望んできたこの留学を嫌な気持ち
でスタートしたくないと思い、気持ちを切り替えました。

　現地では、国際寮に入寮し、4人のルームメイトと生活してい
ました。到着した次の日から、サイクロンが直撃するという事で
すぐにスーパーに買い出しに行ったことを覚えています。ルーム
メイトと初めて会った時は緊張していましたが、みんなフレンド
リーで一安心しました。家族以外の人と住むという初めての経験
で不安はありましたが、たくさん楽しい時間を共有することがで
き、寮での生活を選んでよかったと思っています。

　オークランド工科大学は、世界中から多くの留学生が集まって
おり、授業ではクラスメイトと意見を交換したり、グループワー
クをしたりする時間が毎週あります。ただ授業に参加して講義を
聴くだけではなく、各々が自分の意見を求められ、グループワー
クやプレゼンテーションを行うなど、学生の積極性が求められて
いました。常に自分はどう思っているのかを考える必要があるた
め、思考力が高まったと感じています。

　この留学期間中は人生で最も自分と向き合った期間でした。自
分が帰国した時どうなっていたいのか、何を経験し、吸収したい
のか、どんな将来を歩んでいきたいのか、たくさん考えて悩みま
した。何が正解で何が間違っているのかわからない中で、1つ心
にとめていた言葉があります。“Everything happens for a 
reason.”起きる物事すべてに意味があるということです。成功
も失敗もすべてに意味があり、そこから学び、成長することがで
きます。この留学を通して経験したこと、感じたことは私の宝物
であり、これからも忘れることなく、私の人生に影響を与え続け
るでしょう。
� ※先輩体験記より抜粋

過年度派遣学生体験記
（2023年度春期 BSAⅣ）

国・都市：ニュージーランド・オークランド
オークランド市の特徴：

航空拠点であるオークランド空港とオセ
アニア地域有数の商業港湾であるオークラ
ンド港が所在している。海に面した地形か
ら海上交通が栄え「City of Sails（帆の街）」
の愛称で呼ばれる。

■創立：1989年
■学生数：25,000人
■大学の特徴：

・	常に将来を見据えた大学といわれ、新し
い考えに満ちた学習方法が取り入れられ
ています。

・	ビジネスの実社会で役立つスキル（特に
コミュニケーション能力・プレゼン能力）
を身につけられる実践的な授業を展開し
ています。

・	教室には最新設備が取り揃えられており
最大30名規模の授業を行う相互学習が可
能な環境を提供しています。

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前
Economics and
International

Business (Lecture)

Consumer
Behavior 買い物 掃除

午後 Sustainability
Leadership

Ethics,
Responsibility and

Sustainability

Economics and
International

Business (Workshop)
買い物

夜 自習 自習 自習 自習 交流会 自習

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。

オークランド工科大学
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私にとって、今回のタマサート大学ビジネススクールでの留学
は、多くの挑戦と発見に満ちた貴重な経験となりました。これま
で欧米圏に住む機会はありましたが、新たに東南アジアというゆ
かりの無い土地で生活する中で、文化、言語、生活様式の違いに
直面し、最初は順応するのに四苦八苦しました。特に、日本との
価値観や日常生活のギャップに驚き、戸惑うことも多々ありまし
た。しかし、現地で知り合った友人や他の留学生たちの助けを受
けながら新しい環境に少しずつ馴染むことができました。この過
程で「異文化を受け入れ、適応する力」の大切さを実感しました。

また、他の留学生との英語力の差に愕然としたのも忘れられな
い出来事です。授業では、限られた時間で自身が考えるタイでの
新事業を企画し、プレゼンを行う課題がありました。その中で、柔
軟な発想力や相手を引き込むスピーキング力の差を痛感しました。
特に、他の学生たちが条件を的確に捉え、説得力のある発表をす
る姿に最初は圧倒されましたが、回数を重ねる中で優秀な学生の
方法を観察し、自分なりにアレンジして取り入れることで改善を
図りました。その結果、留学生唯一のアジア人として存在感を発
揮し、弱みを強みに変える成功体験を得ることができました。

さらに、東南アジア周辺国（カンボジア、ベトナム、ラオス）
を旅する中で、現地の人々や同じく旅をしているバックパッカー
と出会い、多くの刺激を受けました。東南アジアでは国ごとに文
化的な特徴が異なり、それぞれの国の歴史的、文化的背景が街並
みや人々の雰囲気に反映されていることを体感しました。また、旅
の中で投資信託会社を経営している方や、ノマドワーカーとして
場所を問わず働いているワイン販売のオーナー、医療後進国での
支援を目指している他大学の学生など、さまざまな背景を持つ
人々と話す機会に恵まれました。それぞれの話を聞く中で、自分
のキャリアの可能性や人生の選択肢が広がり、今後の方向性を考
える、良いきっかけとなりました。

この留学を通じて、異文化への適応力、困難を克服する力、そ
して将来を見据えた広い視野を身につけることができたと感じて
います。これらの経験は、これまでの生活だけでは得ることがで
きなかった知見を私に与え、自分が海外進出する具体的な理想像
を描くことができるようになりました。この貴重な経験を活かし、
異なる価値観を受け入れながら柔軟に対応し、国際的な場で活躍
できる人材へと成長していきたいと考えています。
� ※先輩体験記より抜粋

タマサート大学
ビジネススクール

過年度派遣学生体験記
（2024年度夏期 BSAⅡ）

国・都市：タイ・バンコク
バンコクの特徴：

王朝の歴史が深い都市でありタイ経済の
中心でもある。

■創立：1934年
■学生数：15,000人
■大学の特徴：

・	法律学校をその前身とした、タイ国内で2
番目に古い名門大学。首相、大臣、議員、
ビジネスにおける成功者など、タイだけ
ではなく、国際的にも貢献している多く
の人材を輩出しています。

・	過去60年間徐々に拡大し社会科学、人文
科学、自然科学どの領域にもコースが増
設され現在では15の学部があります。

・	バンコクの中心地にありチャオプラヤ川
沿いのキャンパスで学びます。

・	全ての科目が英語で開講されています。
General Basic Courses、Business 
Core Coursesに加えて、3つの専門分野

（Accounting、Finance、Marketing） か
ら科目履修が可能です。タイ人の学生に
加えて、世界中から集まる留学生と一緒
に学びます。

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 自習 自習
Business

Opportunities
in Thai

掃除

旅行
午後 Operations

Management
Beginning Thai

Language
Human Resource

Management 買い物

夜 自習 バスケサークル 自習 パーティー

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。
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なぜ留学へ
　幼い頃から海外で過ごし、異文化に興味を持っていた私は、留
学は絶対に行きたいという気持ちで入学し、勉学に励んでいまし
た。人とのつながりや組織について関心があり、マネジメントの
授業があったストックホルム大学ビジネススクール（SBS）に留
学すると決断しました。

勉強について
　学習意欲が刺激される授業と同級生。SBSでは、様々な人種や
年齢、背景を持っていた人がいまして、みんなのストーリーを聞
くことがとても楽しかったです。留学生が多かったが、流暢に英
語を話す人が多かったので日本よりレベルが高いと感じました。
授業や課題、テストなども自習に時間を割かないとついていけな
いため、図書館で勉強したり、友達と一緒に課題に取り組んだり
することが多かったです。授業数は少なく、自由時間がとっても
多かったので、大学を休まずに旅行に行きやすかったです。ここ
でタイムマネジメントの大切さを実感しました。どれだけ自習す
るか、どの頻度で遊びに行くのか、慎重に決めなければならない、
そしてその判断の結果が成績と生活に対する満足度に現れるため、
一人の時間を大切にするようになりました。

一人暮らしの寮生活
　私がいたStudent housingのLappisはすごく規模が広く、沢山
の学生や社会人が住んでいました。宿は自分の部屋にシャワーや
トイレは備わっていて、キッチンがフロア全員で共有でした。洗
濯の部屋は予約制で、月に4回しか利用できないため、洗濯する
日を決めておく必要がありました。

住み心地
　みんな驚くほど英語が流暢だったので、お店や友達作りに困る
ことはなかったです。治安がとてもよく、安心して過ごすことが
できました。交通手段はバスと地下鉄で、とても便利でした。

留学とは自分について考える機会
　この留学中、沢山の人々と人生について語り、みんなが違う場
所で育ち、違う時間軸で生きているのだと実感しました。日本で
当たり前の生き方や価値観が海外では一つの選択肢でしかないと
思いました。自分が常識の縛られていなかったらどんな生き方を
したいのか、効率の良さじゃなくて関心を追求するなら何をする
かを考えた時に、普段だと視野に入れていなかった答えが次々と
出てくるようになりました。それも留学中に異なる考えを持つ人
と話し、理解し合い、自分にないものを取り入れた結果です。こ
の経験は自分が成長する上で必要なきっかけだったと思います。
� ※先輩体験記より抜粋

ストックホルム大学
ビジネススクール

過年度派遣学生体験記
（2024年度夏期 BSAⅡ）

国・都市：スウェーデン・ストックホルム
ストックホルムの特徴：

ソニーモバイルコミュニケーションズ、
Saab、Volvo、IKEAなどの国際企業が多数
あることで知られている。

■創立：1878年
■学生数：50,000人
■大学の特徴：

・	留学生約800人、教職員約6,000人を数
えます。ストックホルム大学はスウェー
デンの最大かつトップレベルの大学であ
り、ビジネススクールも、北欧ではトッ
プレベルにランクされています。

・	ビジネススクールには5,000人以上の学
生が所属しています。なお授業は全て英
語で行われます。

・	ストックホルム大学ビジネススクールの
卒業生の多くが様々な国際企業で働いて
います。親日感情が強く、日本人にとっ
て大変生活しやすい国だと言われていま
す。普段の生活でも英語はよく通じます。

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 HRM Lecture 友人とブランチ HRM Lecture 自習 HRM Lecture 自習

午後 自習 自習 HRM Seminar お出かけ 自習 お出かけ

夜 ディナー ディナー 自習 お出かけ パーティー パーティー

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。
※上表は「Human Resource Management」のスケジュールです。
　＜参考＞留学期間中の受講科目
　　1学期目　9月 Corporate Responsibility、10月 Brand Management and Sustainable Business Models、11月 Human Resource Management、12月 Performance Management
　　2学期目　1月 Global Markets、3月 Business, Politics and Culture、4月 Internet Marketing、5月 B2B Marketing and Sales 29
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ビジネススクールでの授業
　授業は30人前後の少人数で、様々な国から学生が集まってい
て、とても刺激的でした。彼らは英語力が高く、経営学に関する
知識も豊富で、プレゼンやグループワークで、自分の英語力・知
識の浅さを痛感したと同時に、学びへの意欲が一層高まりました。
また、ワインに関する授業やフランス語の授業も受けることがで
き、幅広い学びを日々得ることができました。

日々の生活
　学内や寮の近くにカフェテリアが3カ所もあり、安くておいし
かったので毎日のように利用していました。また、スーパーでは、
様々な種類の野菜やフルーツなどをリーズナブルな価格で買うこ
とができ、毎日の食事には困らないです。ただ、スーパーなどで
は、フランス語が全くできなくて、コミュニケーションをとるの
は簡単ではなかったけれど、周りの人たちは本当に優しく対応し
てくれて、人の温かさを感じる経験となりました。

ストラスブールの魅力
　ストラスブールは、パリからTGVで約2時間、ドイツとスイス
の国境近くに位置しています。街の中心には、ストラスブール大
聖堂があり、街の象徴として強く印象に残っています。クリスマ
スシーズンには、ヨーロッパ最大級ともいわれるクリスマスマー
ケットが開催され、街全体が華やかで活気にあふれていました。ま
た、周辺国へのアクセスが非常に良くて、留学中、ドイツやスイ
スをはじめ、スペインやイギリスなど様々な国を訪れることがで
きました。ストラスブールとはまた異なった文化に触れて、ヨー
ロッパの多様性を実感することができました。

留学を通して
　留学を通じて、これまで当たり前だと思っていた価値観や考え
方を見つめなおす機会となり、本当に視野が広がったと感じてい
ます。英語はもちろん、フランス語や経営学に関する知識をより
深めようと感じて、また、様々な国を訪れたことで、各国の文化
についても理解も深めていきたいと思うようになりました。
　知らない国で生活を始めるには、わからないことも、不安を感
じることもあったが、まずはやってみることを意識して行動する
ことで、意外と何とかなることも多いと気づきました。わからな
いことがあれば、親身に温かく対応してくれる人が多く、その優
しさに何度も救われました。この経験から、悩み続けるよりもま
ず一歩踏み出すこと、そして人とのつながりを大切にすることが、
自分の世界を広げてくれるのだと実感しました。
　� ※先輩体験記より抜粋

ストラスブール大学
EMストラスブールビジネススクール

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 買い物 Organizational 
Psychology 課題・復習 Sustainable Global 

Wine Business

旅行午後 Business 
Negotiation

International 
Strategy

Complete Beginners
Ⅰ

Storytelling and 
Self-Management

夜

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。

過年度派遣学生体験記
（2025年度夏期 BSAⅡ）

国・都市：フランス・ストラスブール
ストラスブールの特徴：

ストラスブールはパリからTGVで約2時
間、フランクフルト国際空港からバスで約2
時間に位置する。

■創立：1631年
■学生数：30,000人
■大学の特徴：

・	ストラスブール大学はその歴史を16世紀
にさかのぼるフランス有数の大学で、法、
政治、マーケティング、コミュニケーショ
ン、ジャーナリズム、科学技術の教育を
提供しており、今日に至るまで様々な分
野の人材を輩出してきました。

・	ビ ジ ネ ス ス ク ー ル はEM（Ecole de 
Management）ストラスブールビジネス
スクールとして知られ、52もの国と協定
を結び、学生の3分の1が世界各国からの
留学生で形成されている国際色豊かな機
関です。
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なぜ留学へ
　日本での留学経験をきっかけに、「世界は思っているより広く、
やってみたいことはたくさんある」と感じて、さまざまな経験を
してみたいと考えるようになりました。その中でも、大学生の今
だからこそできる経験として、交換留学に挑戦したいと思いまし
た。英語で経営学部の授業を履修できること、そして幼い頃から
親しみのあった「ブレーメン」という地域であることに魅力を感
じ、留学を決意しました。

留学情報の収集
　ヨーロッパという新しい環境に対しては多少の心配がありまし
た。特に、ドイツ語が話せないことで日常生活やコミュニケー
ションに支障が出ないか、またブレーメンへの交換留学に関する
情報が少ないことに不安を感じていました。実際には、多くの韓
国人が利用しているNaverブログなどを活用することで、ドイツ
生活に関するほとんどの情報を得ることができました。また、周
囲に韓国人の交換留学生がいれば、分からないことを積極的に聞
くことを勧めたいです。行動が早く、情報共有にもとても協力的
であると感じました。

英語・ドイツ語の勉強について
　私は内向的な性格ですが、せっかくの機会と思って、大学主催の
イベントには積極的に参加し、自分から話しかけるようにしまし
た。英語で会話を重ねるほど、自分の英語力の未熟さを実感する一
方、それが逆に英語学習への大きなモチベーションとなりました。
また、ドイツ語の授業は週2回行われるため、スケジュール的にや
や大変ですが、短期間でドイツ語力を伸ばしたいと考えている学
生にとっては、非常に良い授業だと思います。また、英語が苦手な
学生向けの教養科目を中心に履修しました。これらの授業は少人
数で英語が得意でなくても、ゆっくり話すことを待ってくれまし
た。ただし、これらの授業を受けるだけで英語力が大きく向上する
わけではないと感じました。英語力を伸ばすためには、授業以外で
も自分自身で継続的に英語学習に取り組む必要があります。

友達作りや人間関係
　日本語専攻のドイツ人学生が多く、ドイツ人の友人を比較的早
く作ることができました。会話の際にも言語的な不安が少なく、さ
まざまな面で助けてもらいました。また、日本人留学生が多く、日
本人と過ごす時間が自然と多くなりました。一方で、韓国人の交
換留学生は他学部に所属していることが多く、一緒になることは
あまりなかったが、授業内で韓国人学生と出会い、少しずつ親し
くなることができたため、人間関係について過度に心配する必要
はないと感じました。
　� ※先輩体験記より抜粋

ブレーメン州立経済工科大学

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 予習・復習・課題 買い物 予習・復習・課題 English （B1.1） 掃除

友達と出かける午後

・German - Complete
Beginners

・Positive Psycholoy
& Mindfulness

タンデム German-Complete 
Beginners

Intercultural 
Communication 課題・予習・復習

夜

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。

過年度派遣学生体験記
（2025年度夏期 BSAⅡ）

国・都市：ドイツ・ブレーメン
ブレーメンの特徴：

中世以来の自由都市としての地位を現代
まで維持している。ブレーメン州はブレー
メン市と、ブレーマーハーフェン市の2都市
からなる。

■創立：1799年
■学生数：8,000人
■大学の特徴：

・	州立単科大学で、ヨーロッパはもちろん
世界の大学と交換留学協定を結んでおり、
留学生の受入体制も整っています。学生
の約10％が外国籍です。

・	ドイツで最も新しい大学の一つであり、
単位互換性の高さや国際性が特色。ドイ
ツ国内の複数の賞を受賞し、2001年には
ドイツ学術財団連盟より「改革単科大学」
の名称が与えられました。

・	BSA学生は経済学部の特別プログラムに
参加します。ドイツ語および英語コース
が開講され、それぞれの言語で専門科目
に参加する事ができます。
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　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 Macroeconomics Macroeconomics

Information Technology
Principles of Business and 

Economic Human Resources 
and Organizations

Human Resources 
and Organizations

旅行

旅行

午後
Principles of Business 

and Economic
German Course 

自習 Information 
Technology 自習 旅行・サッカー

夜 友人と夕食 旅行 旅行

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。

アーヘンでの生活
　私が留学したアーヘンは、ドイツ西部に位置する学生の街です。
物価は比較的安く、生活に不便はほとんどありませんでした。日
常生活は英語で対応できますが、ローカルなお店ではドイツ語が
必要で、言語や文化に触れる良い機会となりました。オランダの
マーストリヒトやドイツのケルンへは電車で約1時間とアクセス
が良く、週末には観光も楽しめます。冬のクリスマスマーケット
も印象的で、落ち着いた環境と国際的な雰囲気を兼ね備えた魅力
的な街でした。

学習
　大学ではドイツ語、マクロ経済、ビジネス基礎を学びました。ド
イツ語は初学者で苦労しましたが、協働型の授業で楽しく学ぶこ
とができました。経済やビジネスの授業では学生の発言が活発で
刺激を受けました。ヨーロッパの視点から経済を学ぶことで、世
界経済を多角的に捉える力を養いました。

魅了されたビール文化
　ドイツでの生活の中で、個人的に最も魅力的だと感じたのがビー
ル文化でした。もともとお酒が好きであったこともあり、この文化
に強く惹かれました。スーパーには日本では見たことがないほど多
様なビールが並び、老若男女を問わず、多くの人がビールを日常的
に楽しんでいる様子が印象的でした。私も友人とパブに足を運び、
初対面の学生とも自然に会話が生まれ、交流を深める貴重な経験を
しました。ビールを通じて人と人がつながるこの文化は、コミュニ
ケーションのあり方や異文化理解の大切さを改めて考えるきっか
けとなり、将来や価値観にもつながる意味のある経験でした。

留学を通して学んだこと
　この留学を通して、日本では経験することのできない多くの貴
重な体験ができたと自信をもって言えます。現地で生活する中で、
困難な壁に直面した際に、自分自身で考え、乗り越える力を養う
ことができました。また、右も左も分からない私に対して、温か
く、親切に接してくれる人々と出会えたことも、強く心に残って
います。一人で生活することの大変さや、言語や文化の異なる環
境におけるコミュニケーションの重要性など、この留学を通して
学んだことは数え切れません。正直なところ、留学に行くかどう
か迷っていた時期もありましたが、帰国した今でははっきりと

「留学して良かった」と言えます。学生のうちに海外で学び、生活
することは、自分自身の価値観や視野を大きく広げる、非常に刺
激的で意義のある経験となりました。
　� ※先輩体験記より抜粋

アーヘン応用科学大学

国・都市：ドイツ・アーヘン
アーヘンの特徴：

電車でパリから約2時間半、ブリュッセル
からは約1時間。車で30分ほど行けばオラ
ンダ／ベルギー／ドイツ3ヶ国の国境地点に
到着する。古代ローマ帝国時代から温泉保
養地として知られており、8世紀末には、一
時、フランク王国のカール大帝が王宮を置
き事実上の首都となった。

■創立：1971年
■学生数：13,000人
■大学の特徴

・	世界中の170大学と協定を結んでいます。
・	ドイツの新聞社（Die Zeit）による大学ラ

ンキングのビジネス部門でトップにラン
キングされています。

・	10学部からなり、アーヘン内の4キャン
パスとユーリッヒの1キャンパス、計5
キャンパスを有する大学です。

過年度派遣学生体験記
（2024年度夏期 BSAⅡ）
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アルカラ大学

国・都市：スペイン・アルカラ
　　　　　（正式名称：Alcalá de Henares）
アルカラの特徴：

首都マドリードから国鉄RENFEで約35分、
バスで約30分。学問の都市、学生の街として
知られている。小説『ドン・キホーテ』の作
者セルバンテスの出生地としても有名。

■創立：1977年
■学生数：約26,000人
■大学の特徴：

・	3つのキャンパス（Campus histórico, Campus 
C i en t í f i c o -Tecno l óg i co  y  Campus 
Guadalajara）で約30,000人の学生が学んでい
ます。3キャンパス間は国鉄RENFEとバスで快
適に行き来できます。

・	多くの留学生を受け入れている国際性の高い大
学です。

・	世界で最初の計画的な大学都市であること、そ
の都市計画がアメリカ大陸やヨーロッパのモデ
ルになったこと等から、1998年アルカラ大学
と周辺の歴史地区がユネスコの世界遺産（文化
遺産）に登録されています。

・	大学キャンパス内部の大講堂では、毎年4月23
日にスペイン語圏のノーベル文学賞といわれる
セルバンテス賞の授賞式が行われます。

・	アルカラ大学は留学生のためのスペイン語教育
に力を入れています。留学生のためのスペイン
語コースはすべて有料で、アルカラ大学付属の
アルカリングアが運営しています。

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前
Economía y
Procesos de

Internacionalización

Introducción a la
Economía

Introducción a la
Economía 掃除 自習

旅行

午後 Alcalingua
（スペイン語の授業） Alcalingua Alcalingua 自習 友人とお出かけ

夜 フラットメイトと
ディナー パーティー 自習

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。
※アルカリングア（Alcalingua）はアルカラ大学付属の留学生向けスペイン語センターで、履修に際しては別途授業料の支払いが必要です。

Alacala de Henaresってどんな街？
　アルカラはマドリードの中心部から電車で40分程度のところにある小さ
な街です。街の中心にあるセルバンテス広場では、クリスマスマーケット
や中世マーケットなどの様々なイベントが開かれており、一年を通してス
ペインの伝統的な催し物を楽しむことができます。また、私の留学先だっ
たアルカラ大学は校舎がユネスコにより世界遺産に登録されており、スペ
インで最も威厳のある公立大学の1つとして知られています。

時間がゆっくり流れる国
　スペインは夏の日没が9時過ぎ、冬でも6時半ごろと日照時間の長い国で
す。そのこともあって、お昼過ぎから夕方の4時くらいまでの時間はほとん
どのお店が閉店します。このお昼休憩の時間をスペインではシエスタと呼
び、夜営業の開始が8時からのレストランもしばしば見かけます。
　スペインでは友人たちとよくタパスバーに行きました。タパスというの
はスペイン風のおつまみのことで、タパスバーではドリンクを1杯頼むとお
つまみが1皿ついてきます。現地の人々はお昼からタパスバーでワインや
ビールを楽しんでいます。ちなみに学校のカフェテリアでも学生がビール
を飲んで談笑している姿が見られ、日本では見られない光景に驚きました。
スペインでは厳しい制限があちこちにある訳ではなく、ゆったりした環境
の中でゆっくり時間が過ぎるのを感じることができました。

普段の生活
　平日は授業が終わった後に友人たちと図書館に行って自習をしたり、公
園でのんびりしたりして過ごしました。毎週木曜日にはフラットメイトと
ディナーをするのが恒例でした。それぞれ異なるバックグラウンドを持つ
フラットメイトたちと順番に自国の料理を作り合いました。最初はスペイ
ン語の会話に全くついていくことができませんでしたが、学期末までには
なんとなく会話の内容が掴めるようになり達成感を感じました。

キャンパスライフ
　授業を受ける中で印象的だったのが学生の積極性です。大講義であっても
学生たちが積極的に手を挙げて発言する姿は日本ではあまりない光景なの
で驚きました。私が毎回楽しみにしていた授業がアルカリングアと呼ばれ
るスペイン語の授業です。オールスパニッシュでレベルは高いですが、少人
数授業なので質問がしやすく、楽しくスペイン語を学習することができま
した。アルカラ大学に留学する予定の方にはぜひオススメしたい授業です。

自己成長
　この留学は自立という意味でとてもいい経験になったと思います。住居
がない状況で渡航し現地の不動産屋さんに駆け込んでシェアフラットを見
つけたり、言葉が通じず知っている人が誰もいない土地で新しい人間関係
を構築したりした経験は、日本国内ではできない貴重な経験でした。また
明るく陽気で、はっきり物を言い、愛情表現をする、日本人と対照的と言っ
ていいような国民性を持つスペインの人々と関わっていく中で、自分の国
の文化や自分の人生について見つめ直すきっかけも持つことができたと思
います。
� ※先輩体験記より抜粋

過年度派遣学生体験記
（2023年度夏期 BSAⅡ）
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　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 ボードゲームクラブ
ボードゲームクラブ・

Introduction of 
Macro Economics

Marketing 
Research

Introduction of 
Macro Economics

Marketing 
Research

Marketing 
Research

午後
サッカークラブ・
Introduction of 

Marketing

Introduction of 
Marketing サッカークラブ

友達と遊ぶ

夜

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。

なぜ留学へ
　中学、高校時代英語が得意だったこと、いとこが留学に行った
ことをきっかけに海外に興味を持ち、漠然と留学をしてみたいと
思うようになりました。大学2回生の夏にフィリピンに短期留学
に行き、そこで、海外で生活することにさらに興味がわき、本格
的に長期留学を目指すようになりました。そして大学3回生から
カナダのカモーソンカレッジに留学しました。

留学生活における苦労と挑戦
　留学では、自分の視野を広げ、将来のキャリアに活かせる経験
を積むために挑戦しましたが、多くの苦労もありました。到着前
には住居探しや履修登録をすべて自分で行う必要があり、希望に
合う住居を見つけるのに苦労しました。履修登録も大学スタッフ
とやり取りしながら進める必要があり、初めての経験で戸惑いま
した。さらに就学ビザの発行が遅れ、出発が危ぶまれましたが、な
んとか取得できました。
　学校が始まると、アカデミックの授業についていくのが大変で
した。周囲はネイティブや流ちょうな留学生ばかりで、授業にも
ついていけず、クラスメイトとのコミュニケーションにも苦労し
ました。生活面でも慣れないことばかりでした。

努力と工夫を通じて得た成長
　困難を乗り越えるため、課外活動としてボードゲームクラブや
サッカークラブに参加し、交流の機会を増やしました。大学外で
も、自分から友人を誘って食事やハイキングに行ったり、他言語
を学ぶ交流会に参加したりして、多国籍の人々と文化や価値観の
違いを話し合い、異文化理解を深めました。
　留学では自分から行動する力を身につけ、英語力や異文化理解
だけでなく、問題に直面したときに考え、行動する力や自己を客
観的に見つめる力も得られました。大変な経験も含め、すべてが
成長につながる貴重な機会だったと感じています。
　　� ※先輩体験記より抜粋

カモーソンカレッジ
過年度派遣学生体験記
（2025年度夏期 BSAⅣ）

国・都市：カナダ・ビクトリア
　　　　　（ブリティッシュコロンビア州）
ビクトリアの特徴：

カナダ・ブリティッシュコロンビア州南
西部、バンクーバー島の南端部にある、同
州の州都。温暖な気候で、美しい英国風の
街並みが広がる。

■創立：1971年
■学生数：20,000人
■大学の特徴
　・�ビクトリアで最大の大学で、多彩なプログ

ラムを提供しています。
　・�LansdowneとInterurban、2つ の メ イ ン

キャンパスがあり、バスで行き来すること
ができます。

　・�世界80か国から約2,100名の留学生が学
んでいる国際的な大学で、職員も多国籍で
日本人スタッフが常駐しています。

　・�授業は30名前後の少人数制で、丁寧な教
育を受けることができます。
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ランカシャー大学

　週間スケジュール例　

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 週末

午前 自習 自習 授業
自習 自習

旅行や
友人とお出かけ

午後 授業 授業 自習

夜 フラットメイトと
夜ご飯

フラットメイトと
ご飯 友達と夜ご飯 フラットメイトと

夜ご飯 外食

※上記内容は、派遣先大学の開講年度により変更となる場合があります。

イギリスでの生活と価値観の変化
　イギリスでの生活は、飾らず自分らしくいられる環境でした。好
きなことを学び、自由に時間を設計し、行きたい場所や挑戦した
いことが身近にあるため、落ち込む時間すら惜しいと感じる日々
でした。私は6人共同生活のフラットに住み、個室はありました
が留学生は私一人でした。最初は寂しさもありましたが、現地の
学生と自然に交流できる環境は非常に恵まれていたと感じてい
ます。
　週末には友人に地元を案内してもらったり、鉄道で観光地や美
術館を訪れたり、自然保護区やハイキングにも出かけました。日
本では家で過ごすことも多かった私にとって、自然に触れ地域の
人と談笑する時間は心身のリフレッシュとなり、帰国後も続ける
ことで精神的・肉体的にも健康になったと感じています。近隣の
マンチェスター空港から国外への旅行も容易で、多様な文化に触
れる機会も得られました。

学業面での挑戦と人とのつながり
　授業では、英語のレベルや内容が高度で、特に学生の英語が速
くグループワークに苦労しました。「これだけは伝えたい」という
意見を事前に整理し準備することで授業に臨みました。先生方は
丁寧で温かく、メールでの質問対応や授業内容のフォローもあり、
人を頼ることや人とのつながりの大切さを実感しました。特に韓
国人留学生の友人やフラットメイトとは日常的に連絡を取り合い、
精神的な支えとなりました。就職活動との両立は難しく、時差で
深夜にオンライン面接や説明会に参加することもありました。

留学を通して得た人生観
　狭く深い人間関係を築くタイプの私にとって、留学を楽しむ友
人や就職活動に励む友人を見て焦りを感じることもありましたが、
自分の目標を見失わず生活することで、長期的視点で物事を考え
計画的に行動する力が身につきました。8か月間の留学を通して
語学力だけでなく、自分と向き合う力も養えました。長期休暇を
利用して10か国を訪れ、世界を見る視点が広がり、食文化や芸術
への関心も深まりました。多国籍の友人との出会いを通して、価
値観や人生観が豊かになり、大学生活においてかけがえのない経
験となりました。
� ※先輩体験記より抜粋

過年度派遣学生体験記
（2024年度夏期 BSAⅡ）

国・都市：イギリス、プレストン
　　　　　（ランカシャー州）
プレストンの特徴：

ランカシャーの州都で、ロンドン、エディンバラから2時間
以内、リバプール、マンチェスターからは1時間以内とイギリ
ス全土への交通が非常に良い場所に位置している。雇用、所得、
ワークライフバランス、交通、技能、環境、住宅価格を含む10
項目を英国42都市で測定したGood Growth for Cities総合16
位にランクされ、英国内でも注目されている都市でもある。

■創立：1828年
■学生数：42,000人
■大学の特徴

・�イギリス最大の大学のひとつで、プレストン、バーンリー、
ウェストレイク、キプロスにもキャンパスを所有し、400以
上の学部課程と200以上の大学院課程がある大学です。

・�2015年のCentre for World University Rankingsでは、全
世界の大学の上位3.8%にランクインし、教育の質の高さで
世界的に知られています。

・�世界100か国以上から留学生を受け入れ、世界中の120以上
の機関と提携している国際的な大学で、留学生へのサポート
も充実してます。
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プログラムを通した成長
　本プログラムを通して、私は多方面で成長できたと感じています。
これまで学んだ理論を実践的にどう活かすかを考える貴重な機会
となり、より発展的な視点を得ることができました。University of 
ReadingのIFPの学習環境は私の理想に近く、その理由は教育シ
ステムと内容にあります。

レディング大学の学習環境
　IFPでは履修科目は4科目で、1週間に計14回、各50分の授業が
行われます。同じ科目を複数回学ぶことで、自然と内容が定着し
やすい仕組みでした。また、講義に加えSeminarやTutorialなど
少人数形式の授業もあり、より深く学ぶことができました。

印象に残ったマーケティングプロジェクト
　春季タームにはグループワークが増え、特に経営学のマーケ
ティングプロジェクトが印象に残っています。センター街の店舗
を対象に調査を行い、直前に学んだ理論を活用して顧客データを
分析しました。理論を実践に結びつける経験は新鮮で、大きな学
びとなりました。一方で、メンバー間のモチベーションの差に苦
労し、リーダーシップや協働の重要性も実感しました。

留学生活での挑戦と交流
　留学中は人とのつながりも大切にしました。バンドサークルや
テニスクラブに参加し、交流の幅を広げました。さらに音楽をきっ
かけに、IFP初のタレントショーを企画・開催し、メインパフォー
マーとして会場を盛り上げることができました。半年間という短
い期間でしたが、多くの出会いと学びに恵まれた充実した留学生
活でした。今後もこの経験を活かし、より実りある大学生活を送
りたいと思います。
� ※先輩体験記より抜粋

　　　　　　　　（★）派遣型

レディング大学

レディング大学のInternational Foundation Programme（IFP）を立命館大学経営学部生向けにアレンジした「派遣型留学プログラム」です。

 ● �Foundation Programme とは、イギリスの大学で開講されている大学進学準備のためのコースで、大学の授業についていける英語力や
基礎知識を学ぶためのカリキュラムとなっています。

■現地での履修科目（例）
　International Foundation Programme（IFP）では各セメスターごとに下記の科目の中から3つの科目を履修します。
　　〈First semester〉
　　

　　〈Second semester〉
　　

※現地での履修科目は開講年度により変更となる場合があります。

Academic English Concepts in Politics
Introduction to Sociology Psychology and the Body

Introduction to Business Management Foundation Economics -Microeconomics
Statistics and Data Science Academic Skills

過年度派遣学生体験記
（2017年度夏期 BSAⅣ）

国・都市：イギリス・レディング市
レディング市の特徴：

ロンドンから電車で25分。商業都市で、
国際企業の英国支社が近隣に立地している。

■創立：1926年
■学生数：27,000人
■大学の特徴：

・ヒースロー空港／ガトウィック空港への
アクセスが良い場所にあります。

・キャンパス内には湖もあり、緑も多く、
生活環境はとても良いところです。在学
生の10％程度は留学生です。

・国際経営のレディング学派が生まれた大
学であり、イギリスで最初に作られた伝
統あるファウンデーションコースの経営
関連の授業は、ビジネススクールの教授
陣が教鞭を取ります。

・ファウンデーションコースに在籍する約
120名の学生と共に学習することによっ
て、英語力だけでなく、経営学の基礎学
力も飛躍的に伸びることで有名なコース
です。
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立命館大学長 様 

 

私は、立命館大学経営学部・経営学研究科主管の海外学習プログラム（BSA プログラムなど。現地への渡航を伴わ

ないオンラインのものも含む。以下「プログラム」という。）に参加するにあたり、立命館大学の代表学生として海

外に派遣されることを自覚したうえで、プログラムの募集要項に記載の事項および次の各事項を承諾し、誠実に履

行します。なお、承諾内容に反した場合、立命館大学の代表学生として相応しくない行動を取った場合は、プログ

ラムへの参加取消しまたは帰国措置を命じられても、異議を申し立てません。 

 

１．プログラム参加手続の履行 

（１） プログラム申込金および実習費ならびにその他諸経費がかかる場合は、指定の期日までに納入すること。

指定の期日までにプログラム申込金、実習費等の納入がない場合、プログラム参加を辞退するものとみな

す場合があること。 

（２） プログラムの合格後は、立命館大学が正当と認める理由以外ではプログラム参加の辞退はできないこと

を十分に理解した上で申込手続を行うこと。 

（３） 立命館大学または経営学部・経営学研究科が辞退期限として指定している期日以降にプログラム参加を

辞退する場合、立命館大学によりプログラム参加を取り消された場合、またはプログラムの開始前後にか

かわらず立命館大学の責に帰さない事由によりやむを得ずプログラムを中止する場合には、立命館大学

に納付したプログラム申込金、当該プログラムへの参加にあたり負担した費用、辞退・参加取消・中止に

より発生する費用、当該プログラムに関わる派遣先大学・業者が定めるキャンセル料・追加料金について、

学生本人または父母等が負担すること。また、当該支払に際して外貨から日本円への交換手数料が発生す

る場合は学生本人または父母等が負担すること。 

（４） 立命館大学が指定する海外旅行保険および危機管理支援サービス（以下「海外旅行保険等」と総称する。）

に、留学に係る出発から帰国までの期間加入すること。また、派遣先大学から別途で海外旅行保険等に加

入することを指定された場合は、立命館大学および派遣先大学が指定するそれぞれの海外旅行保険等に

加入すること。 

（５） 立命館大学または経営学部・経営学研究科が指定する往復の航空便、指定旅行代理店、指定査証代行取得

業者、指定宿舎がある場合は、それらを利用することとし、指定の期日までに手続を行うこと。指定の期

日までにビザ、パスポート等の取得ができない場合、プログラム参加を辞退すること。 

（６） 立命館大学および経営学部・経営学研究科が指定するガイダンスに出席し、指定の期日までに必要な書類

を提出すること。 

（７） 立命館大学の定期健康診断を受診すること。何らかの事情で受診できていなかった場合は、指定の期日ま

でに、別途健康診断を受診すること。 

（８） 医師がプログラムへの参加が困難であると判断した場合、その見解にもとづき、立命館大学がプログラム

参加を認めないことがあること。 

（９） 派遣先大学または派遣先大学が所在する国・地域・自治体が指定する予防接種を、指定の期日までに受け

ること。 

（１０） 既往症、現在疾患、服薬の状況等について、指定の期日までに立命館大学に申告すること。また、申告内

容に変更があった場合は、速やかに再度申告すること。 

 

２．プログラムに関する諸条件 

（１） プログラム派遣候補者として選抜されることは、派遣先大学での受入を保証するものではないこと。また、

派遣先大学の事情によっては、受入が許可されない場合もあること。 

（２） 本邦外務省による海外安全情報にもとづき、派遣先国・地域または都市に対して危険情報および感染症危

険情報レベル2以上が発令された場合、立命館大学は派遣者の生命・身体の安全を最優先し、原則、派遣

の中止を判断する。派遣中止が判断された時点ですでに留学を開始している者は、本邦外務省や在外公館

の勧告・命令および立命館大学の指示に従い、安全を確保したうえで速やかに日本に帰国すること。 

また、危険情報または感染症危険情報レベル１以上が発令されている（例外としてプログラムが実施また

は継続する場合も含む。）、もしくは発令がされていない場合でも、派遣者の安全確保または学習の継続が

保証できないと立命館大学が判断した場合は、派遣の中止および早期の帰国を命ずることがある。この場
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合において、これらの事態により発生するキャンセル料や帰国手配等に係る費用負担について、海外旅行

保険で補填できない場合は学生本人または父母等の負担において対応すること。 

（３） プログラム参加中、緊急に医療手当てまたは手術の必要が生じた場合、学生本人および父母等の個別同意

がなくとも、立命館大学または派遣先大学の担当者の判断によって処置されることがあること。 

（４） 医師による診断にもとづき、プログラムの継続が困難であると立命館大学が判断した場合、立命館大学の

帰国措置の指示に速やかに従うこと。 

（５） プログラムが定める教育上の目的が達成できず、プログラム参加の継続が困難であると立命館大学が判

断した場合、立命館大学の帰国ないし受講中止措置の指示に速やかに従うこと。 

（６） 帰国もしくは受講中止措置を受けたとき、または自己都合によりプログラムを中止したとき、これに伴っ

て発生する帰国費用等は学生本人または父母等が負担すること。 

（７） プログラム参加にあたり立命館大学から奨学金の給付を受けていた場合、当該奨学金の規程にもとづき、

プログラム参加を中止する等の理由により、奨学金の全部または一部の返還を求められることがあるこ

と。 

（８） プログラム参加に伴う渡航期間・受講期間が、立命館大学における講義・補講、定期試験、追試験等と重

なった場合、特別な配慮は行われないこと。 

（９） ホームステイでは、１家庭に複数名の学生が滞在する場合があること。寮・ホテルでは、１部屋に複数名

の学生が滞在することが基本となること。 

（１０） プログラム参加にあたり、滞在先、航空券等の諸手続、手配等を自身で行わなければならないプログラム

については、事前に諸手続、手配等について十分確認し、必ず自身の責任において遅滞なく行うこと。 

 

３．個人情報取扱いに関する同意 

（１） 立命館大学経営学部事務室に届け出た個人情報について、立命館大学経営学部事務室が、派遣先大学、事

務業務受託会社、旅行会社、査証代行取得会社、保険会社、保険代理店、危機管理支援サービスを提供す

る会社、海外用携帯電話レンタルサービスを提供する会社、航空会社、関係省庁および在外公館に提供し、

プログラム運営や緊急時の対応のために利用することに同意すること。 

（２） 立命館大学経営学部事務室が、プログラム運営のために、派遣先大学等から成績情報、生活情報等の個人

情報の提供を受けることや派遣先大学に成績情報・生活情報等の個人情報を提供することに同意するこ

と。 

 

４．プログラム参加の責任 

（１） プログラム参加中に発生したトラブルについては、基本的に学生本人の責任において対処すること。 

（２） オンライン留学等のプログラム参加にあたり、受講のための環境（パソコンやタブレット等受信機器や通

信環境等）整備や受講に必要な通信費用は、学生本人が負担すること。 

（３） 学生本人が被った人的・物的損害または自己が派遣先大学もしくは第三者に与えた人的・物的損害が、次

の①～⑨のいずれかにあたる場合、学生本人または父母等の責任において対処し、立命館大学に損害賠償

その他のいかなる責任も追及しないこと。 

① 自然災害、海難、火災、政府や公共団体の指令、戦争、暴動、ストライキ、盗難、隔離、テロリズ

ム、ハイジャック、航空機事故、交通事故、犯罪、流行病、税関規則、航空機等の突然のスケジュ

ール変更、その他の不可抗力により生じた損害 

② 立命館大学が管理しえない状況で起こった事件または事故により生じた損害 

③ 法令または公序良俗に反する学生本人の行為により生じた損害 

④ 学生本人の故意または過失により生じた損害 

⑤ プログラムの趣旨・目的から逸脱した学生本人の行為により生じた損害 

⑥ 学生本人の個人的問題から生じた損害 

⑦ 学生本人が行った滞在先、航空券等の諸手続、手配等により生じた損害 

⑧ 通信障害によるトラブル等により生じた損害 

⑨ ２（２）の派遣の中止により生じた損害 
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５．規律事項 

（１） プログラムの目的と趣旨を理解し、学習および研究に専念すること。 

（２） プログラム期間中は、日本の法令および立命館大学の諸規則ならびに派遣先大学が所在する国・地域の法

令および派遣先大学の諸規則を遵守すること。 

（３） 立命館大学および派遣先大学の教職員の指示に従うこと。 

（４） 麻薬、向精神薬等日本の法律または派遣先大学が所在する国・地域・自治体の法律により違法とされる薬

物、危険ドラッグ、銃等の所持、使用、購入および日本への持ち込みはしないこと。 

（５） プログラム参加中に、自動車、オートバイ、船舶、航空機等の運転、操縦および購入を行わないこと。 

（６） バンジージャンプ、スカイダイビング、スキューバダイビング等危険な行為を行わないこと。 

（７） 健康管理は自らの責任で行い、常備薬や主治医の紹介状等を現地に持参すること。 

（８） プログラム参加中に、旅行または外泊する場合は、指定の期日までに所定の届出を立命館大学に行うこと。

立命館大学または派遣先大学から計画の変更や中止の指示があった場合は、それに従うこと。 

（９） プログラム参加中は、立命館大学が指定する報告を遅滞なく行うこと。 

（１０） プログラム終了後はすみやかに帰国すること。立命館大学の許可なく、個人的な理由により滞在期間を延

長しないこと。 

（１１） 渡航期間が 3 か月未満の短期プログラム参加者については、立命館大学の許可なく、日本または母国への

一時帰国・再入国を行わないこと。 

（１２） 派遣先大学の寮規程もしくは入居した寮の規則またはホームステイ先の規則に従い、生活すること。 

（１３） 派遣先大学の授業の録音や録画、写真撮影などは、授業担当者の許可を得ること。 

（１４） 派遣先国および地域で危機が発生し立命館大学が帰国を命じた場合は、命令および指示に従い安全を確保

したうえで速やかに帰国すること。 

（１５） オンライン授業の受講にあたり、以下の行為は、情報倫理に反する行為として固く禁止する。  

① オンライン授業のために配布されたオンライン会議システムの情報（URL、ミーティングID、パスワ

ード）を、 授業と関係のない第三者と共有すること。  

② ライブ形式で実施されるオンライン授業の様子を派遣先大学の担当教員や出席者の許可なく写真に撮

りSNSなどで共有し、拡散すること。また、担当教員の許可なく、授業の内容を録音・録画し、それ

を公開すること。 

③ オンライン授業で配布された資料等を、派遣先大学の担当教員の許可なく再配布すること。  

④ 授業での活用を目的としてインターネット上（Youtube等）で限定公開されている動画資料につい

て、そのURLを授業と関係のない第三者と共有すること。 

 

上記のすべての承諾事項を確認の上、遵守します。 
 

20   年   月   日 

参加プログラム名：                   （派遣先大学・機関：             ） 

学部／研究科：                      回生：                     

学生証番号：                        

氏名（自署）：                        
 

20   年   月   日  

父母等（自署）：                                   （父母等直筆のこと） 

父母等緊急時連絡先： 〒                                         

電話番号：                   学生本人との続柄：                               

学生本人記入欄 

父母等記入欄 

派遣予定者に内定後、派遣ガイダンスで記入書式を配布します 
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